
事業者の取り組み紹介

文化庁

地域と文化の未来をつくる文化観光



拠点内部だけでは
なく行政の複数課、
地域事業者等との
連携体制の構築

文化観光の補助事業では５年間の計画であり、立ち上げから体制構築、企画から実装、自走化に
向けた取組までをサポート

文化観光のポイント

文化観光拠点/地域計画

５年間の複数年事
業。単発施策では
なく拠点・地域に
根差した施策に

5ヵ年の計画認定

に向け、検討段階
から計画策定支援

※サン・ファン館活用

コーチングなどに
よる外部専門家か
らのサポート

事業中事業前

継続 体制 伴走事前支援



文化観光に取り組むメリット

文化観光拠点/地域計画

3
担当にはない

視点獲得

1
文化観光拠点の

価値向上

2
縦割りを超えた

体制構築

継続した支援により

本質的な事業に取り組める。

結果、拠点価値が向上する。

組織内、行政と民間、文化と観

光といった異なる価値観を持つ

関係者が集い、単独では生み出

せない価値を創出。

計画策定前からの伴走支援、

計画実施中も外部・専門家の視

点を取り入れ、企画～実装まで

の成功確率を高める。

事業前 事業中

継続 体制 伴走事前支援



具体的な文化観光での取組み成果



MOA美術館

（令和２年度認定）

事

例
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事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

具体的な文化観光での取組み成果

1982年開館し熱海に所在。

「紅白梅図屏風」などの国宝や重要文化財のコレクション、杉本博司

氏が手がけた建築や円形ホール、黄金の茶室、能楽堂などを擁する。

眺望に優れた自然景観や日本庭園も魅力の一つとなっている。



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

「日本の芸術文化を
創り、守り、育てるプラットフォーム」

というコンセプトを具現化

美を発見し、インスパイアされることで、

自ら創造・発信したくなったり、

創作活動を応援したくなるような、

「アートリテラシーを高める美術館」を目指す



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

コンセプトを軸に各個別事業をピラミッド型に構成し「次世代を担うアーティストや

パトロンを育てる＝アカデミー」と「アートに触れる機会を増やす＝ガーデン」の構想を策定

▼コンセプトを実現する要素をピラミッド構造で整理



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

コンセプトを軸に各個別事業をピラミッド型に構成し「次世代を担うアーティストや

パトロンを育てる＝アカデミー」と「アートに触れる機会を増やす＝ガーデン」の構想を策定

▼コンセプトを実現するピラミッド構造の実現に必要な事業を設定



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

来館者の裾野を広げる取組みとして、庭園や動線の整備、

建築や景観を活かしたフォトスポットの設置を実施

▼周辺散策道の新設、整備



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

出展：Lemmon8より
https://www.lemon8-
app.com/@lemon8_travel/7265168570554991109?region=jp

*2026年初夏グランドオープン予定

Before

After

▼美しすぎるアートスポット

第1位に

▼円形ホールに至る通路の

フォトスポットとしての演出

▼2025年秋にナチュラルガーデン

第一期完成予定



文化観光の取り組み

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、

インバウンドの団体旅行者が拡大

▼香港での営業風景



文化観光の成果

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

好循環の創出

人材への再投資を実現

入館者数増に伴い入館料も増え従業員数は
R1年度と比較し121%と増員

組織への再投資を実現

DXチームを新設しSNSや各種メディアを活用した発信力を強化

各飲食店舗の売り上げ増にも貢献

茶の庭アプローチ道路の舗装後、日本庭園の来場者増により

館の入館者の６割が各施設に来場

6店舗すべてが150%以上増と各飲食店舗の売り上げ増にも貢献

一人当たりの消費額が前年比26％増！（工芸品等高単価商品の売上増）



文化観光の成果

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

連携体制の構築

市内の周遊性向上

前売り券販売数が157％（令和2年度比）と増加

幅広い世代が関心を持つ美術館へ

熱海市内の施設（起雲閣）でのサテライト展示により
来館の誘致が実現し市内の周遊性向上！

熱海市の芸術祭などへの協力が進み、観光の視点も点から面へと
広がった結果、市内宿泊施設と連携した前売り券販売数が
157％（R2年度比）と増加！

誘客力の高いイベントを核とし、地域と連携した広報宣伝を強化した結
果、ガーデン構想を通じて幅広い世代が関心を持つ美術館へと発展！



満足度の向上

文化観光の成果

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

気軽にアートに触れる機会を拡充

令和5年度には満足度86％を達成

館の広大な敷地においての動線が整い、
気軽にアートに触れる機会を拡充！

美術品や諸施設のわかりやすい解説強化、

大型タッチディスプレイの設置、来訪者の利便性向上として

Wi-Fi環境整備等を通してR5には満足度86％を達成！



文化観光の成果

事例紹介：MOA美術館（令和２年度認定）

SNSのフォロワー数が大幅に伸長

Xは263％、Instagramは310%、ウェブサイト訪問者数はR1年度と比較しPV
は261%、ユーザー数は296%といずれもSNSのフォロワー数が大幅に伸
長！（R2とR5比較）

来訪者の増加

年間入館者数が168%増

未来のアートファンやアーティストを育む画期的な展覧会で年間入館者
数が168%増！（コロナ前R1とR5比較）

年間外国人入館者数が320%と大幅増

トップ営業による海外現地プロモーション、現地旅行社への訪問やWeb
プロモーションを通してインバウンド団体の来館が拡大し、年間外国人
入館者数が320%と大幅増！（コロナ前R1とR5比較）

計70本以上の団体ツアー造成
全体で10カ国26社、134件3,668名のインバンド客の獲得

DMOと協働した海外宣伝事業を通して台湾及びタイの両国から獲得



福島県立博物館

（令和２年度認定）

事
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事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

具体的な文化観光での取組み成果

福島県の歴史・文化を紹介する総合博物館

会津地域の歴史・文化資源の活用により、地域独自の観光を生み出し

地域に根付いた本物の文化の提供に取組む



文化観光の取り組み

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

「つなぐ」というコンセプトのもと、

地域と博物館で自走する組織体制を構築

①会津のSAMURAI文化エリア

②若松城下の商工文化エリア

③奥会津エリアの3つの地域に分けて事業を組み立て実装

観光客増による地域の住民の誇りや愛情を育成し、

地域住民の観光客へのホスピタティが向上することによる

観光客のリピート増の好サイクルを生み出すことに取組む



文化観光の取り組み

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

隣接し多くの観光客を集める若松城跡との共通チケットを導入し来館者を集めた

周辺の案内サインを改善し、城跡と博物館の回遊性を向上

▼若松城と福島県立博物館の共通チケット

▼若松城周遊域内の案内看板の改善



文化観光の取り組み

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

• 博物館オリジナルのグッズ開発を行い、地域のものづくり事業者とのつながりを生み出した

• 会津（若松城下）／奥会津エリアのものづくり文化を感じることができる新商品の販売場所と
して飲食施設を運営する企業との連携体制を構築

▼雪国ものづくり食堂「つきない」では

「“食”を通して会津のものづくりに触れていただく

食堂」がコンセプト

（会津若松観光ナビ）

▼会津ならではのメニューを新規開発し

会津の工芸品で味わえる



文化観光の取り組み

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

▼会津塗の行程をディスプレイし

食事を提供する器にも会津塗を使用

▼飲食と関連性の高い工芸品の販売



文化観光の取り組み

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

▼雪国ものづくりマルシェ



文化観光の成果

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

好循環の創出

自走化を達成。地域への新たな資金循環としても機能

地域連携の軸となっている「雪国ものづくりマルシェ」については
R5度から自走化を達成！地域への新たな資金循環としても機能！

経済循環の基盤に

出展者数は15件だったR3年度と比較して、R6年度には53件と伸長。
補助事業期間を通じて連携団体数も62件となり経済循環の基盤に！

循環する再投資の仕組みの構築

R5年度に新設した団体「一般社団法人会津地域文化藝術フォーラム」と

福島県立博物館との間で連携協定を締結し、事業での利益を地域の連携

する団体等に循環する再投資の仕組みの構築！



文化観光の成果

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

連携体制の構築

今後の収益事業の更なる拡大のための強固な基盤へ

飲食施設を運営する企業との連携体制を構築

24点の新商品を開発

「県博と連携する地域団体/工房/作家数」は、
R2年度の4件からR６年度においては118件と大きく拡大！

館内の飲食店を会津・奥会津エリアのものづくり文化を感じることができ

る新商品の販売場所として飲食施設を運営する企業との連携体制を構築！

飲食提供時にも新開発した商品をお客様に使用頂くことで、

実際に使ってみた上で店舗内で購入することができる体制を整備

R4年度から開始し、R6年度まで作品をリデザインした
会津本郷焼マグカップやふきん等24点の新商品を開発！



満足度の向上

文化観光の成果

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

令和4年度から令和5年度で10％程向上

環境整備

高い知識を有している博物館の学芸員との連携で

旅行ツアーの魅力が大幅に向上。

R4年度からR5年度で10％程向上！

Wi-Fi整備やキャッシュレス化等の環境整備のほか
展示室のテーマ表記や周遊促進につながる体験型プログラムの
多言語化を実施



文化観光の成果

事例紹介：福島県立博物館（令和２年度認定）

SNSのフォロワー数が大幅に伸長

SNSでの発信やプロモーションを強化し、R6年度にはR2年度と比較し
181%の105,505人が来館Xのフォロワー数は1,167(R2)→3,068(R6)と大幅に成
長！

来訪者の増加

年間入館者数の増加

隣接した若松城跡と連携し福島県立博物館の共通チケットを販売。
R7年度（4月～9月）4,032枚（R5年度同期比2.17倍）
若松城跡内での案内サインも改善！

年間外国人入館者数も大幅増

海外プロモーションはJNTOより助言を受け公共交通機関（駅・高速バス）
を活用したプロモーションやSNSでの情報発信を実施し、外国語ユーザーの
来館者数はR2年度の112人と比較し418人と373%増を達成！

ツアー参加者の大幅増

R4年度から実施したツアー造成数はR6年度までで11件、
参加者は180名に！



これからの取り組み

宮城県慶長使節船ミュージアム
（令和６年度認定）



宮城県慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）（令和６年度認定）

これからの取り組み

宮城県石巻市にあり、江戸時代の初めに木造洋式帆船でヨーロッパをめざした慶長遣欧使節団の
歴史や大航海の様子など、彼らの挑戦の歴史と帆船文化を紹介するミュージアム
（2024年10月にリニューアル）



文化観光の取り組み

事例紹介：宮城県慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）（令和６年度認定）

夢をのせ、海をわたり、世界をひらく

様々な困難に対し夢と希望を持って

前に進んでいきたい」

という想いを来館者と共有する

慶長遣欧使節と使節船が織りなすあらゆる要素やストー

リーに触れてもらうことで、好奇心・挑戦心がかきたて

られ、自分の世界を広げることができる施設を目指す

慶長遣欧使節の意義を伝えるコンテンツ整備

高付加価値コンテンツの造成・提供

ミュージアムカフェにおける飲食の提供・商品開発

▼今後の取組



文化観光の取組が大きく飛躍したトピックスの紹介



徳川美術館（令和2年度認定）

事例紹介

家康の遺愛品を中心に、尾張徳川家400年の歴史を今に伝える名古屋の美術館



文化観光の取り組みでここまで成長

事例紹介：徳川美術館（令和2年度認定）

次代を見据えたリブランディングを

実施しこれまでの館の取組を一新

• 有志の若手や中堅職員の有志で構成するワーキング

グループを組成、次代を見据えた活発な議論を実施

• ブランディングを一新し館内の写真撮影を可にした

り来館者視点での改革を実施

• ナイトミュージアムの運営改善、外販の検討、収益

性の改善、広報PR施策におけるパーパス、メッセー

ジを整理



文化観光の取り組みでここまで成長

事例紹介：徳川美術館（令和2年度認定）

2025/6/14〜9/7「夏季特別展時をかける名刀」の入館者数は 101,099名

• 歴史ある古美術の同館が、若い世代とのコミュニケーションの形を熟慮した結果として

刀剣乱舞OnLineとの完全コラボレーションに踏み切る

• 従来の刀剣ファンに加え、若年層の取り込みを積極的に意識

• 会期中に講堂を「特設売店」に変え、刀剣乱舞関連商品を企画・販売しグッズ売上を大幅に伸ばした

• その周辺中庭を飲食・休憩スペースとして開放、キッチンカーも配置

• これまで発想がなかったさまざまな来館者サービスを実施しグッズ売上金額、

カフェなど飲食売上など含めて大きな経済的効果を獲得

• コーチングで専門家からの指導を受けた情報発信のノウハウとツールを活かし、

プレスリリース、SNSなどで当館パーパスを伝えながら積極活用

• 9月現在で既に昨年の同館の総来館者数を超える成果



文化観光の取り組みでここまで成長

事例紹介：徳川美術館（令和2年度認定）

• 文化観光で造成した徳川ナイトミュージアムは全23夜即完！

7,700円×100名限定×23回（通常日中の入館料は1,600円）

• 徳川美術館メンバーシップ（会員制度）をコーチング指導の結果、令和6年4月リニューアル

会員数や会費収入が激増！（R5年からR7年現在で3倍以上に）

未来への再投資ができる原資に！

• 新たなブランディングを元にホームページをリニューアルし格式高い美術館の上質な質感をまといながらも

現代的価値をもって人々とコミュニケーションできる新しい世界観が好評！

コレクションサーチでは所蔵品の美しい画像とともに、時代を超える満ち足りた鑑賞体験に

導くことができている



パネルディスカッション
参考資料

地域と文化の未来をつくる文化観光



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：「日本の芸術文化を創り、守り、育てるプラットフォーム」を実現する要素をピラミッド構造で整理

参考資料37



参考資料38

MOA美術館：「日本の芸術文化を創り、守り、育てるプラットフォーム」を実現するピラミッド構造の実現に必要な事業を設定

パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」



MOA美術館：周辺散策道の新設、整備

参考資料39パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」



MOA美術館：建築や景観を活かしたフォトスポットの設置を実施

参考資料40

▼美しすぎるアートスポット1位に

出展：Lemmon8より
https://www.lemon8-
app.com/@lemon8_travel/7265168570554991109?region=jp

▼円形ホールに至る通路のフォトスポットとしての演出 ▼2025年秋にナチュラルガーデン第一期完成予定

Before

・2026年初夏グランドオープン予定

After

パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」



MOA美術館：館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、インバウンドの団体旅行者が拡大

▼香港での営業風景

参考資料41パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」



MOA美術館：館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、インバウンドの団体旅行者が拡大

参考資料42

▼海外トップセールス営業資料（工芸ダイニング×茶の湯）

パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、インバウンドの団体旅行者が拡大

参考資料43

▼海外トップセールス営業資料（黄金の茶室）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、インバウンドの団体旅行者が拡大

参考資料44

▼海外トップセールス営業資料（芸者パフォーマンス×茶の湯体験）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：館長自らのトップ営業による海外プロモーションを行い、インバウンドの団体旅行者が拡大

参考資料45

▼海外トップセールス営業資料（閉館後の鑑賞プラン）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：館の広大な敷地においての動線が整い、気軽にアートに触れる機会を拡充

参考資料46



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：熱海市内の施設（起雲閣）でのサテライト展示により来館の誘致が実現し市内の周遊性向上

参考資料47



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：美術品や諸施設のわかりやすい解説強化、大型タッチディスプレイの設置

参考資料48

▼企画展「吉田博今と昔の風景」では版画の現物と現在の風景を比較できる ▼大型タッチディスプレイ



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：茶の庭アプローチ道路の舗装後、日本庭園の来場者増により、 館の入館者の６割が各施設に来場。
6店舗すべてが150%以上増と各飲食店舗の売り上げ増にも貢献。 一人当たりの消費額が前年比26％増！

参考資料49



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館： 「ポケモン展」及び、光琳「国宝紅白梅図屏風」×「風神雷神図屏風」の開催を通して、
ポケモン展13万人入館・光琳展５万４千人が来館。５年間を経て入館者は約160％向上し、
入館料も増えて次なる再投資へと繋がっている。

参考資料50



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：北斎展フィルムプロジェクションの様子

参考資料51



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：文化観光の5年間の振り返り

参考資料52



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

MOA美術館：アートガーデン構想の振り返り

参考資料53



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：隣接し多くの観光客を集める若松城跡との共通チケットを導入し来館者を集めた
若松城跡内での案内サインも改善

参考資料54

▼若松城と福島県立博物館の共通チケット

▼若松城周遊域内の案内看板の改善



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：博物館オリジナルのグッズ開発を行い、地域のものづくり事業者とのつながりを生み出した
会津（若松城下）／奥会津エリアのものづくり文化を感じることができる新商品の販売場所として飲食施設を運営する企業と
の連携体制を構築

参考資料55

▼雪国ものづくり食堂「つきない」では

「“食”を通して会津のものづくりに触れていただく食堂」がコンセプト

▼会津ならではのメニューを新規開発し会津の工芸品で味わえる

（会津若松観光ナビ）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」 参考資料56

▼会津塗の行程をディスプレイし、食事を提供する器にも会津塗を使用 ▼飲食と関連性の高い工芸品の販売



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料57

▼雪国ものづくりマルシェ



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料58

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催の様子）

・館外の様子 ・エントランスホール 会津木綿



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料59

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催の様子）

・雪国ものづくり広場なんだべや ・エントランスホール 東山芸妓



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料60

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催の様子）

・音響DJコーナー ・商品開発お披露目



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料61

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催の様子）

・雪国ものづくりマルシェラジオ ・会津文藝利き酒コーナー



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料62

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催の様子）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：若松城下のものづくりの技と美、雪国のものづくりの技と美に出会うマルシェを開催

参考資料63

▼雪国ものづくりマルシェ（2025年10月11日開催 クイズラリー）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：新設した団体「一般社団法人会津地域文化藝術フォーラム」と福島県立博物館との間で連携協定を締結し、事業での利益を
地域の連携する団体等に循環する再投資の仕組みの構築！

参考資料64

（一般社団法人 会津地域文化藝術フォーラム）



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

福島県立博物館：高い知識を有している博物館の学芸員との連携で、旅行ツアーの魅力が大幅に向上

参考資料65



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

サン・ファン館：2024年10月にリニューアル

参考資料66



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

サン・ファン館：ヨット体験

参考資料67



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

サン・ファン館：ロープ体験

参考資料68



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

サン・ファン館：カンナがけ

参考資料69



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

文化観光推進法で目指す文化・観光・経済の好循環

参考資料70



パネルディスカッション「地域における文化観光の実践の声」

文化観光の推進の4つの目標

参考資料71
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